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　20 歳を迎えた 1,075 人が式典に参加。会
場では、参加者同士で、懐かしそうに写真を
撮るなどして、笑顔の花を咲かせていました。

　首都圏在住の弘前出身の「わげもの」が集
合。シソンヌじろうさんと北野ごぼうさんが、
参加者と一緒に弘前について語りました。

　ハウス食品グループ本社㈱から講師を招き
セミナーを開催。参加者は、自らの味の感じ
方を食品を試食して確認していました。

　消防ポンプ自動車１台の引渡式を開催。こ
の車両は第２方面団 千年地区団第１分団に配
備され、災害対応時に活躍します。

二十歳の祭典二十歳の祭典

弘前市消防団車両引渡式弘前市消防団車両引渡式 納税貯蓄組合納税功労者表彰納税貯蓄組合納税功労者表彰

市民会館（下白銀町）市民会館（下白銀町）

九段会館テラス九段会館テラス（東京都千代田区九段南１丁目）（東京都千代田区九段南１丁目） 市民文化交流館ホール（駅前町）市民文化交流館ホール（駅前町）

弘前文化会館（下白銀町）弘前文化会館（下白銀町）弘前消防署（本町）弘前消防署（本町）

ひろさきコミュニティラボひろさきコミュニティラボ
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働く女性のための働く女性のための
健康セミナー健康セミナー

各地で行われたイベントやまちの話題をお届けします！
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　市ホームページには、弘前城本丸石垣修理事業の詳細や弘前城跡の文化
財修理・史跡整備情報『弘前城かわら版』を掲載しています。ぜひご覧く
ださい。
問 い 合 わ せ 先 公園緑地課弘前城整備活用推進室（弘前市緑の相談所内、
☎ 33-8739）

第 25 回 ～石垣積み直しの完了～

弘前城石垣修理
　令和３年６月 23 日に開始した弘前城跡本丸東面
の石垣積み直しは、解体した 2,185 石全てを積み
直し、完了しました（※１）。

　2014（平成 26）年の内濠埋め立て工事からス
タートした「弘前城本丸石垣修理事業」は、開始か
ら 10 年で石垣積み直しの完了という大きな節目を
迎えたことになります。
　今年度は、天守台部分の石垣積み直しを行いまし
た。今回積み直された石垣は、江戸時代の反りをも
つ勾配に復元され、最大で約１メートルもあった膨
らみも解消しました（※２）。

　石垣の標高も修理前より 20 ～ 35 センチメート
ル高くなり、当時の姿に戻りました。
　また、令和 7 年度には天守基礎の耐震化に向けて、
天守台部分に直径 2 メートル、長さ約 35 メートル
の基礎杭を４本設置する予定となっているため、今
年度は杭設置に
より地山が失わ
れる部分に円形
土 留 め を 設 置
し、掘り下げる
工事を開始しま
した（※３）。
　その作業に併せて発掘調査も実施しており、これ
までに縄文時代晩期の盛土遺構や土器などが出土し
ています（※４）。

　積み直し前の本丸東面石垣が修理されたのは
1915（大正４）年ですが、その後、昭和 20 年代
には石垣の膨らみが指摘され始めた記録があるた
め、今を生きる多くの人にとっては、今回がきれい
に弧を描く本来の石垣を見る初めての機会となりま
す。当時の技術や様式美を、お城に来て堪能してみ
ませんか。

▲弘前城本丸
石垣修理事業

▲弘前城
かわら版

▲（※１）天守台石垣積み直し完了（令和６年 12 月）

▲（※２）復元された本丸東面石垣の勾配（令和６年 12 月）

▲（※４）発掘調査により盛土遺構から出土した縄文時代晩期の浅鉢

　長年にわたり、納税貯蓄組合の運営と市税
などの収納率の向上に功労のあった北谷重雄
さんと角田哲三さんが表彰されました。
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▲（※３）天守台南東部の円形土留め設置作業

https://www.city.hirosaki.aomori.jp/ishigaki/index.html
https://www.city.hirosaki.aomori.jp/jubun/2022-0331-1107-48.html

